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内閣府・最先端研究支援開発プログラム 
「日本発の『ほどよし信頼性工学』を導入した超小型衛星による 

新しい宇宙開発・利用パラダイムの構築」 
（中心研究者・中須賀真一教授（東大））の中の 

サブテーマ7「実践的宇宙教育・人材育成に関する研究」 
（サブテーマリーダー・秋山演亮特任教授（和歌山大））の 

一環としてUNISECが中心となってCansat Leader Training Program 
(CLTP)を行っている． 

CLTPは，海外の大学の教員を日本に招聘し，Cansat教育

を自身が体験し，自国に戻ってから体験者自身の手で実
践的な宇宙教育を大学で行ってもらい，それを通じて，日
本が宇宙教育の発展に寄与することを狙っている． 

CLTPとは 
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CLTP2に至るまで 

第1回CLTPは2011年2月14日から3月20日にかけて 
和歌山大学で開催され，10ヶ国から12名が参加した． 

第2回CLTP（CLTP2）である2011年度は「首都圏で」との要

望があり，日本大学理工学部船橋キャンパス（千葉県船
橋市）での開催となった．開催期間は11月14日から12月
9日までの約4週間と設定し，その後に続く第3回超小型
衛星シンポジウム（12月12日・13日），標準化ワークショッ
プ（14日）に参加してもらうことにした． 

Web pages by Wakayama University  
http://www.wakayama-u.ac.jp/ifes/cltp/ 
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日付 UNISEC
6/1(水) 告知開始 自習用テキストの素材作り

自習用テキストの英語化開始

事前課題の素材作り

トレーニング内容の検討開始 （講師の依頼等も含めて）

7/11(月) 申込締切 事前課題の英語化開始

7/30(土) 参加者選定終了 自習用テキストの英語化完成

8/1(月) 参加者決定 自習用テキストの配布

8/24(水) スケジュール検討会議
（トレーニング内容とスケジュールを初めて突き合せた）

9/7(水)

9/30(金) トレーニングの具体的な内容の素案完成

10/1(土) 事前課題発送，事前準備開始 （期間中の教材準備，居室の整備 etc.）

10/7(金)

10/31(月)

11/12(土)

11/14(月)

経産省 安全保障貿易審査課へ訪問

参加者到着

CLTP開始

UNISEC×日大 ミーティング （主に，状況確認，日大施設確認）

UNISEC×日大 ミーティング （主に，人員配置確認，全スケジュール確認）

日大

6/15(水) 公募開始

CLTP2に至るまで 
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日本大学で行っているCansat教育 

「未来博士工房・衛星工房」の
取り組みとして，その年の新
入生を対象に教育プログラム
を行っている． 

最終教材は350mL級Cansat 
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日本大学で行っているCansat教育 
月 区分 内容

SEEDSプロジェクトの紹介
電子回路作成ソフト講習
プリント基板加工機講習

半田付け講習
製作工具・実験装置講習

プログラミング講習
衛星設計講習

確認テスト
6月 個人課題 PICマイコン・LED回路基板作成
7月

ガイダンス
MDR（ミッション定義審査）
SDR（システム設計審査）

10月 PDR（基本設計審査）
CDR（詳細設計審査）

気球試験本番
12月 反省会 / 報告書作成

4月

講習会

ガイダンス

8月
班別課題

PICマイコン・7セグメントLED
・ADコンバーター・ROM回路基板

350mL級
Cansat
製作

5月

9月

11月

教育プログラムは左のようなスケ
ジュールとなっている．2010年度

に一通り経験し，教材も揃ってい
たことがCLTP2実施の大きな助け
となった． 

プリント基板加工機講習会 SEEDESプロジェクトの紹介 

班別課題 PDR（基本設計審査） 

Cansat EM機 （CDR時点） 気球試験 
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CLTP2への応用 

期間 区分 内容

事前 個人課題 PICマイコン・LED回路基板作成

MDR / SDR
第2週 BBM製作 / 中間報告会
第3週 FM製作 / 気球試験

ロケット打上げ試験
反省会 / 報告書作成

第1週

第4週

班別課題
PICマイコン・7セグメントLED

・ADコンバーター・ROM回路基板

350mL級
Cansat
製作

今 回 ， CLTP2 で は 日 本 大 学 で の
Cansat教育をほぼそのまま参加者

に学生になったつもりで体験しても
らうことで，自国に帰ってからどのよ
うに自らの学生に教えていくかとい
うことをより具体的に考えてもらうこ
とにした． 

CLTP2の開催期間の4週間という短さを考え，日本大学にいる間の活動は班別課
題と350mL級Cansat製作に絞ることにした． 

講習会で使用している教材（テキスト）を事前に配布し，個別課題を事前課題と
して参加者に取り組んでもらうことにした． 

夏から学生で分担してテキストの英語化をすることにした． 
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事前課題 
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CLTP2開始 

第1日目に事前課題の出来栄えを確認し，電子メールで
のやり取りの感触も考慮しチーム分けを日大が行った．こ
のチームで班別課題に取り組み，そのままCansat開発を
行ってもらうことにした． 
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期間 内容 

第1週  オープニングセレモニー (11月14日) 
 CLTP2の概要 説明 (11月15日) 
 講義：衛星設計講習会（日大・宮崎），システムエンジニアリング（慶応・白坂先生）， 

宇宙工学教育（和歌山・秋山先生） (11月16日-18日) 
 班別課題：電気回路基板製作，Cansatのミッションに関する議論 
 ISAS/JAXA ツアー (11月17日) 
 モデルロケットの試射 (11月19日) 

オープニングセレモニー 概要説明 講義 班別課題 JAXAツアー モデルロケット試射 

第１週 
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期間 内容 

第1週  オープニングセレモニー (11月14日) 
 CLTP2の概要 説明 (11月15日) 
 講義：衛星設計講習会（日大・宮崎），システムエンジニアリング（慶応・白坂）， 宇

宙工学教育（和歌山・秋山） (11月16日-18日) 
 班別課題：電気回路基板製作，Cansatのミッションに関する議論 
 ISAS/JAXA ツアー (11月17日) 
 モデルロケットの試射 (11月19日) 

オープニングセレモニー 概要説明 講義 班別課題 JAXAツアー モデルロケット試射 

第１週 

自己紹介を兼ねて参加者には自国でのプロジェ
クトの紹介を行ってもらった． 

既に超小型人工衛星開発に着手していたり，
Cansat教育も行っている参加者が多くいらした． 
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第2週 
期間 内容 

第2週  ミッション定義・システム設計審査会 (M/SDR) (11月21日) 
 秋葉原ツアー (11月21日) 
 Cansatの 動作確認モデル（BBM）開発・試験 
 講義： 超小型人工衛星エンジニアリング（東大・中須賀先生） (11月22日) 
 中間報告会（CDRっぽいもの） (11月26日) 

ミッション定義・システム設計審査会 

秋葉原ツアー 

動作確認モデル 講義 

中間報告会 動作確認中 
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第3週 
期間 内容 

第3週  Cansatのフライトモデル機の開発・試験  

試験 

調整 

ドリル加工 

DC-DCコンバータ 

部品と工具 

作業部屋 

3次元加工機 

パラシュート製作 

基板加工機 放出機構 

Cansat 

Cansat 
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第4週 
期間 内容 

第4週  Cansatの気球試験・モデルロケットの打ち上げ(12月6日) 
 試験報告会 (12月7日) 
 mbed講習会（セニオ・ネットワークス株式会社） (12月8日) 
 自国での教育プログラムの立案 (12月8日-9日) 

Cansat 

Cansat 

気球試験 

ロケット打ち上げ 

試験報告会 

mbed講習会 
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作り上げたCansat 

ミッションは，衛星の基礎技術である地上
局との通信や，GPS，温度，圧力などの

データの一斉取得と保存，そしてカメラに
よる録画を同時に行おうとするものである． 

パラシュート製作 

The 10th UNISEC WORKSHOP 
2011年12月11日（日）・九州工業大学 

パラシュートの製作は我々が行い，最後に組み合わせて，350g以内．→ 



気球試験＆ロケット打ち上げ 

200m 

二和校地で実施 
アドバルーン（気球）
を使用した高度150m
程度からのCansatの

実証実験を毎年行っ
ている． 

また，サークル活動
としてモデルロケット
の打ち上げ経験もあ
る． 

住所：千葉県船橋市二和西1-2 
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気球試験 
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ロケット打ち上げ試験 
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撮影された動画の例 
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先に墜ちていくロケット 

ロケットからの放出直後はパ
ラシュートにつながる紐の絡
みから回転が激しかったが，
その後安定し，高度300m以

上からの日大としても興味深
い映像が撮れていた． 

地上からの様子 



撮影された動画の例 
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水平にカメラを取り付けたチームもあり，これも面白い映
像でした．……が，なんか画角が安定しない． 

前述の通り，日大
がパラシュートの
製作を担当しまし
た…．申し訳ないこ
とをしました…． 

パラシュートに関するノウハウも貯めていく必要がある． 



保存されたデータの例 

気圧 温度 

x軸・y軸（水平方向）加速度 z軸（垂直方向）加速度 
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保存されたデータの例 

取得したGPSデータから起こした航跡 
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北九州滞在期間中 
期間 内容 

北九州滞在中  CLTPミーティング（第1回CLTP参加者との座談会） (12月11日) 
 閉会式（第3回超小型衛星シンポジウム前夜祭） (12月11日) 
 第3回超小型衛星シンポジウム (12月12日-13日) 
 標準化ワークショップ (12月14日) 
 帰国 (12月15日-16日) 

CLTPミーティング シンポジウム・CLTP2報告 シンポジウム・パネルディスカッション 

帰国 閉会式 修了証授与 
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自国でのCansat教育へ 

シンポジウムでの報告スライド 

具体的な行動計画を立てていました． 
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自国でのCansat教育へ 

シンポジウムでの報告スライド 

参加者からの近況報告 12’年1月 

着実に実行に移しているようです 
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CLTP2参加者からのアンケート回答 

 良かった点 

 内容は基礎的なものだったが，Cansat開発工程の一連の流れを学ぶこと
ができた． 

 学生になったつもりで体験するという設定だったので，今回体験した内容を
そのまま模写することができるようになっていて良かった． 

 チーム分けは，参加者の能力を把握している日大側が考えることは最適
だったと思う． 

 悪かった点 

 全体的に時間がもう少し欲しかった．しかし，時間は常に全てのプロジェク
トに制約があるため仕方ないことであると思う． 

 宿題キットにプログラムのコンパイルソフト(CCS)，基板の設計のソフト
(サーキットメーカー，トラックスメーカー)が欲しかった． 

 チーム編成の際に，参加者の評価を注意深くする必要がある． 

 パラシュートが設計できるような講習が欲しかった． 
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CLTP2を終えて 

 4週間という短い期間（実質2週間）で全チームが気球
試験及びロケット打ち上げ試験までにCansatを完成さ
せ，ミッションを行うことができた． 

 アンケートの結果から，参加者にCansat開発での技術
的な面を知ってもらうことは十分にできたと考えている． 

 学生にとっても良い経験となったが，大学での授業が
無い夏季休暇などの期間での開催を検討してほしい． 

 チーム決めの際には，注意深く進める必要を再認識し
た．（これは教育プログラムでも議論になっている．） 

 事前課題・開催序盤のやり方に再検討が必要である． 
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CLTP2を終えて 

 事前課題・開催序盤のやり方に再検討が必要である． 
 

今回は参加者に来日前にCansat開発の雰囲気を掴ませ
るという効果は発揮できた． 
しかし，参加者は自国で仕事を抱えられているためか，人によって作業スピードがバラバ
ラで来日前に完成できなかった人が複数生じてしまった．また，課題を進めるうえでの開
発環境を揃えるということが時間がかかり難しかった人もいるようであった．さらに，チー
ム編成を日大が考えるうえでの材料にしたが，正確に実力を把握できたかと言うとそうで
も無かった． 
 

次回からは同じような事前課題を行う場合， 
より早めのアナウンスと発送が必要である 
 

または学生からの意見として， 

来日後の開催序盤に我々と共に行う時間をもっと作るべ
きだった 
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多くの方々のご協力がありまして， 
無事に終えることが出来ました． 

ありがとうございました． 

謝辞 

慶応義塾大学 白坂成功 先生 

JAXA / YAC 小定弘和 様 
 

講義協力 

ロケット打ち上げ支援 

セニオ・ネットワークス株式会社 様 

講義協力・教材提供 

ロケット打ち上げ支援 
和歌山大学 横山正樹 先生  
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大変貴重な経験を積ませていただける 
機会を与えてくださいまして 

ありがとうございました． 

謝辞 

東京大学 中須賀真一 先生 

和歌山大学 秋山演亮 先生 

講義協力 

講義協力・打ち上げロケット コーディネート 

開催支援 

UNISEC の皆様 
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CLTP 総合 web サイト  
http://cltp.info/ 

 
CLTP2 blog 

http://cltp.info/app-def/S-102/progress/ 
 

日本大学 理工学部  
航空宇宙工学科 宮崎研究室 

http://forth.aero.cst.nihon-u.ac.jp/ 
 

セニオ・ネットワークス株式会社 
http://www.senio.co.jp/ 
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ご清聴ありがとうございました． 
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